
No. 102

12 -1st- 9
21 -2nd- 9
18 -3rd- 5
7 -4th- 15
-OT1-

-OT2-

-OT3-

S PTS 3Ｐ 2Ｐ FT F NO. S PTS 3P 2P FT
* 11 1 4 0 0 4 * 10 0 5 0
* 0 0 0 0 0 5 * 6 0 3 0

4 0 2 0 0 6 * 6 2 0 0
* 15 0 6 3 2 7 - - - -
* 13 1 5 0 1 8 * 12 2 2 2
* 15 5 0 0 0 9 - - - -

- - - - - 10 - - - -
- - - - - 11 0 0 0 0
- - - - - 12 - - - -
- - - - - 13 - - - -
- - - - - 14 - - - -
- - - - - 15 * 4 0 2 0
- - - - - 16 - - - -
- - - - - 17 - - - -
- - - - - 18 - - - -
          
          
          
          
          

 
58 7 17 3 3 38 4 12 2

S: PTS: ポイント 3P: 2P: フリースロー F: ファール
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 中村亜梨奈 -
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1 相川　晴香 
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 小林ひとみ 

伊勢崎三中は１－３－１のゾーン、大類中はハーフコートマンツーマンで試合が始まる。開始早々、
大類中は９番小林の２本連続３ポイントで好スタートを切る。伊勢崎三中は身長１７０前後の２枚で
攻めにいくものの、大類７番鈴木のシュートブロックやカーバーが良く、確実なシュートができず苦し
む。第１ピリオド、９対１２の大類リードで終わる。第２ピリオド中盤、試合が一気に大類の流れにな
る。大類は４番木村の３ポイントシュート、７番鈴木の３連続のリバウンドシュートで１４対２７と点差
をつける。伊勢崎三中はたまらずタイムアウトをとり大類の流れを止めようとする。しかし、大類は
ノーマークのミドルシュート、３ポイントシュートを高い確率で決め、１８対３３と、更に点差をつけて
前半が終わる。第３ピリオド、伊勢崎三中は大類７番のシュートブロックを恐れてか、ゴールに向か
うプレイをしなくなる。それにより攻め手が無くなり得点は５点のみに終わり、２３対５１で変わらす大
類中リードのまま第３ピリオド終了。第４ピリオド、大類の動きが止まる。４分間得点無し。その間
に、伊勢崎三中は５番久保田の１対１や、８番相川の３ポイントシュートで得点を重ねる。しかし、大
類が前半につけた点差は大きく、伊勢崎三中がんばりをみせるものの、巻き返しを図ることはでき
ず、３８対５８の２０点差で大類が勝ち、決勝戦に駒を進めた。（文責：太田）
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 齋藤　瑞穂 

 佐藤　未来 

 桜井　彩乃 
 関　　萌花 
 金城　晴奈 

 大西　菊乃 

 瀬戸亜里沙 

 小林　夏希 

○
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期　　　日： 2008(H20)年6月8日 (日)

開始時間： 09:00

NO.

終了時間：

 坂本理咲子 

10:10

 鈴木　玲美 

選手名

 木村　綾乃 
 茂木亜由美 

伊勢崎三●

38
(高崎)

大類

(伊勢崎・佐波)

 原田ひかる 

F

1
0 久保田佳世 

 関根みなみ 
選手名

0

 

 渡辺　静流 
 岐山　麗子 
 谷丸　杏奈 

 

15

FT:

合計
佐々木愼一 
 

合計
丸橋真理子 

スターター

 設楽　菜帆 
 柴泉　愛乃 

 茂原　幸子 

 

 西原あかり 
 高川　実央 

 堤　　千鶴 
 乗附　那摘 

 

 中里　友香 

 小林　純夏 

大会名称：

開催場所：

試合区分：

第２８回　バスケットボール大会
平成２０年度　群馬県中学校春季大会

桐生市民体育館　Bコート

女子 準決勝

主審：

副審：

入場者数：

峯岸 由佳

荻野 仁史

500

 
 

  
 

コーチコーチ

群馬県中学校体育連盟

3ポイントシュート 2ポイントシュート
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